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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき，橋梁の損傷を

早期に発見するとともに健全度を把握する．

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

パトロール車による走行面の変状について点検を行う．

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期

防的な修繕対策の実施へと転換を図り，橋梁の寿命を100 年間とすることを目標とし，修

　平群町が管理する橋梁の中で，架設後30年以上経過した橋梁は全体の約81%を占めてい

るため，近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想される．したがって，計画的かつ予

繕及び架替えに要するコストを縮減する．

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

森脇橋 町道 若井・光ヶ丘路線 35.06 1981 39 Ⅲ H28 点検 点検

鳴川3号橋 町道 北櫟原・鳴川19号線 5.8 1961 59 Ⅲ H28 点検 点検

鳴川11号橋 町道 北鳴川・櫟原24号線 3.41 1961 59 Ⅲ H28 点検 点検

櫟原1号橋 町道 北椣原・西向196号線 11 1961 59 Ⅳ H28 点検 点検

新椿木橋 町道 中央北循環路線 15.5 1971 49 Ⅲ H29 点検
点検 設計

櫟原小橋 町道 元山上口駅前線 10.3 1961 59 Ⅲ H27 点検 点検

くろもと橋 町道 四辻路線 8.2 1971 49 Ⅲ H27 点検 点検

三里6号橋 町道 東三里177号線 2.92 1971 49 Ⅲ H27 点検 点検

鳴川8号橋 町道 北鳴川・櫟原3号線 2 1961 59 Ⅲ H27 点検 点検

鳴川1号橋 町道 北鳴川17号線 3.18 1961 59 Ⅱ H27 点検 点検

櫟原9号橋 町道 北櫟原56号線 3.2 1961 59 Ⅰ H28
点検・

設計
点検

櫟原3号橋 町道 北櫟原103号線 8.8 1961 59 Ⅲ H28 設計 点検 点検

櫟原2号橋 町道 北櫟原143号線 6.35 1961 59 Ⅰ H28
点検・

設計
点検

見晴橋 町道 北菊美台406号線 32 1998 22 Ⅱ H28 設計 点検 点検

花里橋 町道 西山麓線 103 1994 26 Ⅱ H29 設計 点検 点検 設計

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

健全

性

主部材:1種ｹﾚﾝ 等

主部材:足場工 等

主部材:足場工 等

主部材:1種ｹﾚﾝ 等

支承取替(始端側) 等

伸縮装置取替

(始端側) 等橋台:断面修復 等

主部材:外ケーブル補強 等

主部材:足場工 等

主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横2層) 等

床版:1種ｹﾚﾝ 等

主部材:塗装 等

主部材:1種ｹﾚﾝ 等

横桁:塗装 等

主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横1層) 等

床版:床版防水+舗装打換 等

伸縮装置取替
(始端側) 等



 

 
 

 

 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

梨本6号橋 町道 東梨本・西向10号線 3.16 1961 59 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

梨本5号橋 町道 東梨本12号線 4.3 1961 59 Ⅱ H27
点検・

設計
点検

北福貴橋 町道 東福貴40号線 6 1951 69 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

福貴1号橋 町道 東福貴44号線 10.9 1951 69 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

福貴5号橋 町道 東初香台75号線 3.8 1951 69 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

信貴畑5号橋 町道 西信貴畑123号線 2.56 1961 59 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

若井1号橋 町道 西若井180号線 13 1961 59 Ⅲ H27
点検・

設計
点検

平等寺2号橋 町道 南平等寺34号線 2.2 1961 59 Ⅱ H27
点検・

設計
点検

井文字川1号橋 町道 南椿井・西宮193号線 13.7 1988 32 Ⅱ H27
点検・

設計
点検

西向橋 町道 東梨本15号線 27.6 1999 21 Ⅱ H28
点検・

設計
点検

櫟原4号橋 町道 北櫟原47号線 6.5 1961 59 Ⅱ H28 点検 設計 点検

神前橋 町道 北櫟原395号線 4.56 1961 59 Ⅱ H28 点検 設計 点検

三里7号橋 町道 東梨本・三里108号線 21.74 1981 39 Ⅱ H28
点検・

設計
点検 設計

若葉台歩道橋 - - 16.72 1981 39 Ⅱ H28
点検・

設計
点検

信貴畑大橋 町道 西山麓線 127.5 1988 32 Ⅱ H30 設計 点検 設計 点検

菊美台1号橋 町道 椣原・菊美台路線 19.6 1995 25 Ⅱ H30 設計 点検 点検

大石橋 町道 西福貴畑26号線 33 1993 27 Ⅱ H30 設計 点検 点検

新椿井橋 町道 南椿井169号線 29.98 1969 51 Ⅱ H29 設計 点検
点検・

設計

梨本1号橋 町道 大井手路線 5.22 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

南椿井橋 町道 大井手路線 6.4 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

梨本橋 町道 東梨本93号線 7 1951 69 Ⅱ H27 点検 設計 点検

三里3号橋 町道 東下垣内・三里163号線 2.2 1971 49 Ⅱ H27 点検 設計 点検

信貴畑2号橋 町道 西信貴畑211号線 2.4 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

協和橋 町道 四辻路線 36.6 1981 39 Ⅰ H28 点検 設計 設計 点検

瀧見橋 町道 北鳴川18号線 7.1 1961 59 Ⅰ H28 点検 設計 点検

鳴川4号橋 町道 北鳴川23号線 4.31 1961 59 Ⅰ H28 点検 設計 点検

椿木橋 町道 北櫟原142号線 5.46 1961 59 Ⅰ H28 点検 設計 点検

梨本3号橋 町道 北上庄214号線 5.5 1961 59 Ⅰ H28 点検 設計 点検

熊白梼橋 町道 都計道路西線 79 1997 23 Ⅱ H30 設計 点検 点検

川原橋 町道 川原路線 7.5 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

梨本4号橋 町道 東梨本12号線 2.15 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

福貴2号橋 町道 東初香台70号線 2.22 1951 69 Ⅱ H27 点検 設計 点検

福貴3号橋 町道 東初香台73号線 2.25 1951 69 Ⅱ H27 点検 設計 点検

梨本2号橋 町道 東梨本102号線 7 1951 69 Ⅱ H27 点検 設計 点検

福貴4号橋 町道 東初香台199号線 3 1951 69 Ⅱ H27 点検 設計 点検

信貴畑4号橋 町道 西信貴畑123号線 1.4 1961 59 Ⅰ H27 点検 設計 点検

越木塚3号橋 町道 西越木塚145号線 6.4 1961 59 Ⅰ H27 点検 設計 点検

越木塚2号橋 町道 西越木塚189号線 6.6 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

信貴畑9号橋 町道 西越木塚280号線 2.88 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

平等寺5号橋 町道 南平等寺・白石畑18号線 3 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

三里1号橋 町道 南平等寺26号線 2.8 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

平等寺1号橋 町道 南平等寺39号線 4 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

椿井1号橋 町道 南椿井215号線 2.36 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

健全

性

主部材:1種ｹﾚﾝ 等
主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横2層) 等

主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横1層) 等

橋台:断面修復 等

主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横2層) 等

主部材:炭素繊維接着
(縦1層,横2層) 等

主部材:炭素繊維接着

(縦1層,横2層) 等

主部材:床版防水+舗装打換 等

主部材:炭素繊維接着

(縦1層,横1層) 等

床版:炭素繊維接着(格子貼) 等

主部材:断面修復 等

床版:1種ｹﾚﾝ 等

横桁:断面修復 等

主部材:断面修復 等

伸縮装置取替
(始端側) 等

支承取替(終端側) 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

伸縮装置取替
(始端側) 等

床版:床版防水+舗装打換 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

床版:床版防水+舗装打換 等
伸縮装置取替
(始端側) 等主部材:炭素繊維接

着(縦1層,横1層) 

主部材:炭素繊維接

着(縦1層,横1層) 

主部材:床版防水+舗装打換

橋台:断面修復 等

主部材:床版防水+舗装打換

主部材:床版防水+舗装打換

伸縮装置取替(始端側) 等

床版:床版防水+舗装打換 等

床版:床版防水+舗装打換 等

橋台:断面修復 等

床版:ひび割れ注入+断面修復

主部材:炭素繊維接着(縦1層,横1層) 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

橋台:断面修復 等

橋台:断面修復 等

橋台:断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

橋台:断面修復 等



 

 
 

 

 

 

 

 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

平等寺3号橋 町道 南平等寺221号線 3 1971 49 Ⅱ H27 点検 設計 点検

鳴川5号橋 町道 北鳴川・櫟原3号線 4 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

鳴川9号橋 町道 北鳴川・櫟原3号線 2.21 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

鳴川7号橋 町道 北鳴川7号線 2.8 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検

下垣内橋 町道 川原路線 35.1 1987 33 Ⅱ H28 点検 設計 点検

奥畑橋 町道 北櫟原395号線 5.51 1966 54 Ⅰ H28 点検 設計 点検

鳴川大橋 町道 西山麓線 160 1990 30 Ⅱ H30 設計 点検 点検

西梨本橋 町道 東梨本19号線 31.7 1997 23 Ⅱ H29 点検 設計 点検

久安寺1号橋 町道 西久安寺59号線 17.58 1964 56 Ⅱ H30 設計 点検
設計 点検

とゆ川橋 町道 北櫟原・福貴畑65号線 24.1 1998 22 Ⅱ H30 設計 点検 設計 点検

三里2号橋 町道 東三里165号線 2.4 1971 49 Ⅱ H27 点検 設計 点検

久安寺2号橋 町道 西久安寺58号線 2.41 1961 59 Ⅰ H27 点検 設計 点検

越木塚1号橋 町道 西越木塚183号線 6.5 1961 59 Ⅱ H27 点検 設計 点検 設計

椣原大橋 町道 椣原・菊美台路線 20.01 1995 25 Ⅱ H28 点検 設計 点検

薬師橋 町道 西信貴畑265号線 17.4 2001 19 Ⅱ H29 点検 設計 点検

菊美台3号橋 町道 北菊美台260号線 57.2 1995 25 Ⅱ H29 点検 設計 点検

平群大橋 町道 中央北循環路線 31.8 1975 45 Ⅰ H28 点検
点検・

設計

菊美台2号橋 町道 椣原・菊美台路線 30.06 1995 25 Ⅱ H30 点検 設計 点検

菊美台4号橋 町道 北椣原366号線 58.5 1992 28 Ⅱ H30 点検 設計 点検

櫟原大橋 町道 西山麓線 95 2002 18 Ⅱ H29 点検 設計 点検

櫟原橋 町道 元山上口駅前線 22.05 1980 40 Ⅱ H30 点検 設計 点検・

設計

久安寺大橋 町道 西山麓線 121 1990 30 Ⅱ H30 点検 設計
点検

若葉大橋 町道 中央北循環路線 49.95 1979 41 Ⅰ H29 点検
点検・

設計

櫟原5号橋 町道 北櫟原・鳴川19号線 2.32 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

鳴川10号橋 町道 北鳴川・櫟原24号線 3.2 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

鳴川12号橋 町道 北鳴川・櫟原24号線 2.22 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

鳴川13号橋 町道 北鳴川・櫟原24号線 2.2 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

鳴川14号橋 町道 北鳴川27号線 2.2 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

鳴川2号橋 町道 北櫟原39号線 5.61 1961 59 Ⅰ H28 点検 点検

うぐいす橋 町道 西山麓線 128.5 1996 24 Ⅱ H29 点検 点検

福貴畑大橋 町道 西山麓線 104 1993 27 Ⅱ H29 点検 点検

三里5号橋 町道 東三里189号線 2 1971 49 Ⅰ H27 点検 点検

三里4号橋 町道 東三里349号線 2.1 1971 49 Ⅰ H27 点検 点検

信貴畑6号橋 町道 西信貴畑・久安寺86号線 3.7 1951 69 Ⅱ H27 点検 点検

信貴畑8号橋 町道 西信貴畑105号線 2.85 1951 69 Ⅰ H27 点検 点検

信貴畑7号橋 町道 西信貴畑134号線 3.6 1961 59 Ⅰ H27 点検 点検

信貴畑3号橋 町道 西信貴畑210号線 2.4 1961 59 Ⅰ H27 点検 点検

信貴畑1号橋 町道 西信貴畑212号線 4 1961 59 Ⅰ H27 点検 点検

宝寿橋 町道 南信貴山6号線 9 1961 59 Ⅰ H27 点検 点検

233,783 275,899 278,314 217,219 189,002 237,826 221,364 345,627 150,956 116,989合　計　　(千円)

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

健全

性

主部材:1種ｹﾚﾝ 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

主部材:床版防水+舗装打換 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

橋脚:炭素繊維接着(縦1層,横1層) 等

橋台:断面修復 等

主部材:炭素繊維接着(格子貼)

主部材:断面修復 等

主部材:床版防水
+舗装打換

伸縮装置取替 等
床版:ひび割れ注入
+断面修復 等

支承取替 等

橋台:断面修復 等

橋台:断面修復 等

橋台:断面修復 等 伸縮装置取替 等

主部材:断面修復 等

橋台:断面修復 等

主部材:ひび割れ注入+断面修復 等

伸縮装置取替(始端側) 等

橋脚:炭素繊維接着(縦1層,横1層) 等

主部材:断面修復 等

床版:ひび割れ注

入+断面修復 等

横桁:断面修復 等

橋脚:炭素繊維接着 等

伸縮装置取替 等



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．長寿命化修繕計画による効果

　また，損傷に起因する通行制限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保される．

　長寿命化修繕計画を策定する97橋について，今後50年間の事業費を比較すると，従来の対症療

法型が184億円に対し，長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が66億円となり，コスト縮減効

果は118億円となる．
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1. 背景・目的 

●高齢化橋梁の分布の

背景① 高齢化橋梁の増加に伴う今後の橋梁修繕・架替えに係るコストの増加 

●令和元年年度計画策

定橋梁 2019

20 年

目的：安全で安心できる道路橋の確保、コスト縮減及び必要予算の平準化 

○平群町が管理する橋梁は高度経済成長期に建設されたものが多く、近い将来、急速に高

齢化橋梁が増加します。一般的には、建設後 50 年を超過した橋梁を高齢化橋梁と呼んで

おり、20 年後には全体の 81％※を占めることになります。 

○高齢化橋梁の増加に伴い、高齢化橋梁の安全性や信頼性を確保するためには、橋梁の修

繕・架替えに要する経費の増加が見込まれます。 

※上記の橋梁数及び割合は、令和元年度計画策定橋梁 97 橋によるものです。 

○現下の経済情勢による今後の税収動向の不透明さや少子高齢化の進展による社会保障費の

増加などにより、今後、より一層厳しい財政運営を余儀なくされます。 

背景② 今後の厳しい財政状況 

○安全で安心して利用できる道路ネットワークを確保するため、橋梁点検により管理橋梁の現

状を把握し、計画的かつ予防的な修繕を実施することによって橋梁の長寿命化を図ります。 

○橋梁の長寿命化を図りつつ、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに要する経費の縮減及び

予算の平準化を目的とした橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 

高齢化橋

梁が急増！ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 管理橋梁の特色 

○橋梁長寿命化修繕計画を策定するにあたっては、管理橋梁の特色を把握し、それに見合っ

た計画を立てることが重要です。 

○管理橋梁のうち、令和元年度計画策定橋梁 97 橋については、以下の特色を有しています。 

 コンクリート橋（桁がコンクリート製の橋梁）が大半を占めています。 

 橋梁の長さが 50m 未満（中小規模）の橋梁が大半を占めていますが、100m 以上の長大で特殊な構造を有する橋梁（アーチ橋）も存在

します。 

 川を跨ぐ橋梁がほとんどですが、道路を跨ぐ橋梁が 5 橋（全体の約 5％）存在します。 

●橋梁の種類別の分 ●橋梁の長さ別の分

3. 橋梁点検の結果 

○橋梁長寿命化修繕計画を策定するにあたっては、橋梁点検を実施し、管理橋梁の現状を把

握することが重要です。 

○橋梁点検の結果を踏まえて、橋梁の健全度を 100 点満点で評価しました。 

○管理橋梁のうち、令和元年度計画策定橋梁 97 橋については、大半が健全な状態でしたが、

一部の橋梁で補修が必要な損傷が確認されました。 

●補修が必要な損傷 

主桁の損傷（鉄筋露出） 橋脚の損傷（剥離） 

凡例 橋梁の状態

 ■：100～80 良好

 ■：80～60

 ■：60～40

 ■：40～20

 ■：20～0 悪い

●令和元年度計画策定

橋梁 

補修が

コンクリー
ト桁の下面
に鉄筋露出
が発生

橋脚梁

部に剥離



 

 
 

 

 

 

 

  

●予防保全の重要性（病気の症状との対

日
常
生
活
へ
の
影
響 

小

大

コ
ス
ト
・
社
会
的
影
響 

小

大

予
防
保

事
後
保

4. 橋梁長寿命化とは・・ 

○“安全で安心できる道路橋”を確保するため、補修が必要な損傷が発生している橋梁の対策

を最優先に実施します。 

○各橋梁の社会的な重要性や損傷の程度を総合的に評価し、対策の優先順位を付けることによ

って、平準化した予算計画を作成します。 

平群町橋梁長寿命化修繕計画策定の基本方針 

○従来は、重大な損傷が見つかってから大規模で高価な修繕（事後保全）を行っていました。 

○人間が定期的に検診し、軽症時に治療することで重症化を防ぐとともに治療費も安価とし

ているように、橋梁も定期的に点検し、損傷が軽微な段階で修繕すること（予防保全）に

よって長寿命化を図るとともに修繕費を安価とすることが可能となります。 

症状 処置 状態 対策工法

健康 健康診断
ひびわれなし

（健全）
定期点検

風邪の気配
（軽症）

うがい
1方向ひびわれ
（損傷度：小）

ひびわれの修復

風邪引き
（やや重症）

風邪薬
2方向ひびわれ
（損傷度：中）

床版の補強

ダウン
（重症）

入院・手術
ひびわれ貫通・角落ち

（損傷度：大）
床版の交換

例）人間 例）床版

手術中



 

 
 

 

 

  

6. 橋梁長寿命化修繕計画による

8. 長寿命化修繕計画策定部署及び問合

平群町 都市建設課 
平群町吉新 1-1-1  TEL：0745-45-2077  FAX：0745-45-0211 

○橋梁長寿命化修繕計画に基づいて適切

な時期に対策を実施することによって、

寿命での架替えを実施した場合と比べ

て、約7割のコスト縮減が見込まれます。 

●今後 50 年間の総事業費の

比較 

7. 今後の維持管理

○平群町では、今後、下記に示す PDCA サイクルによる維持管理体制を構築し、橋梁の長寿命

化及び維持管理コストの縮減に努めていきます。 

●今後の維持管理体制（PDCA サイクル

橋梁点検

C heck

改善・見直し

A ct

長寿命化修繕計画

P lan

補修対策

D o
橋梁データベース

補修履歴
データ

点検データ

データ活用データ
分析

計画に基づいて着実に補修対策を
実施
安全で円滑な交通を確保日常パトロールによる安全確認

定期的な点検による状態把握
異常時の安全確認

将来の大改修時代に備えて、事後的な修
繕から予防的な修繕へと政策転換を図る
ための計画。
長寿命化及びコスト縮減を図る。点検や対策の実績をもとにした分

析、新たな技術的知見等を取り入れ
て施策の改善・見直しを図る。

※PDCA サイクルとは、事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法の一つの考え

方であり、業務の継続的な改善を図るのに効果的です。橋梁の維持管理においても、これを応用することで

継続的な維持管理体制の構築を目指します。 

コスト縮減効果 64% 



 

 
 

1 経費縮減を図る長寿命化修繕計画における基本方針 

「第 4 編_橋梁長寿命化修繕計画」に記載したように、橋梁緒元や環境、損傷の状況及び重要度を

考慮して管理区分を設定し、橋の状寿命化を図るとともに長期的な維持管理にかかるコストの縮減

を図る。また、新技術の導入や橋梁の集約化を図ることにより、LCC をより縮減する方法について検

討する。 

 

2 損傷状況 

「第 3 編_既存資料の収集・整理」より現況の損傷状況として判定Ⅰ～Ⅳの橋数および全体に占め

る割合を以下に示す。 

 

表―損傷度別橋梁数 

 

 

 

 

図―損傷度別橋梁数 

  

Ⅰ判定 Ⅱ判定 Ⅲ判定 Ⅳ判定 全橋梁数

橋数 24 54 18 1 97

割合 25% 56% 19% 1% 100%



 

 
 

3 予防保全型修繕計画の効果 

3.1 50 年間の計画 

長寿命化修繕計画を策定する 97 橋について、今後 50年間の事業費を比較すると、従来の対症療

法型が 184 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型(予算制約 1億 5,000 万円)が 66

億円となり、コスト縮減効果は 118 億円となる。 

また、損傷に起因する通行制限等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 10 年間の計画 

この先 10年間の補修計画を橋梁点検費用も加味して次頁に示す 

 

 

  



 

 
 

4 新技術等の活用 

4.1 活用方針 

修繕工法選定の際には従来工法に加え NETIS 等に登録されている新工法を含めた比較検討を行う。 

作業の効率化やライフサイクルコストの縮減が可能な新工法については積極的に採用する。 

  令和 5年度から令和 9 年度において、施設の点検・修繕等に対し、1割程度の施設で新技術を活用 

することを目標とする。上記を踏まえ、令和 5年度から令和 9年度までの 5年間に 100 万円のコスト 

縮減を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

4.2 費用縮減に関する具体的な方針 

老朽化対策に必要となる費用の縮減について以下の取り組みを行う。 

(1) 対策 

     初期コストだけでなくライフサイクルコストの縮減が期待できる修繕工法を選定する。 

     表面保護工：無溶剤タイプジェル状シラン系表面含浸材、タフストップ など 

     塗装塗替工：無溶剤型二液性エポキシ樹脂系防錆・防食塗料 など 

(3) 管理 

現在の利用状況を把握した上で、橋の集約化・撤去、機能縮小を検討する。 

 

また、利用頻度がほぼ無く、う回路が存在するなど、集約できそうな橋梁については、令和 5年度 

から令和 9年度の間に１橋程度の集約化・撤去、機能縮小を目標とし、将来の維持管理と修繕にかか 

る費用の削減を目指す。上記を踏まえ、令和 5年度から令和 9年度までの 5 年間に 50 万円のコスト縮

減を目指す。 

 

 

4.3 新技術等の活用による費用縮減効果 

今後 10 年間の事業費のうち、表面保護工・塗装塗替工で新技術を活用した場合に、従来工法を使

用した場合とのコスト縮減効果は 1億 5,250 万円となる。 

採用新技術 

  ・表面保護工：無溶剤タイプジェル状シラン系表面含浸材 

・塗装塗替工：無溶剤型二液性エポキシ樹脂系防錆・防食塗料 

 

 

 

 

 

(円)

表面保護工 塗装塗替工 合計

従来工法 285,984,115 54,225,744 340,209,859

新工法 137,515,766 50,188,499 187,704,265

縮減額 148,468,349 4,037,245 152,505,594


